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毎月第２・４土曜日
１１：００～
参加自由、入館料のみ

●おはなしの会 ●ギャラリートーク
毎月第２・４土曜日
参加自由、入館料のみ
１４：００～ちひろ展
１４：３０～世界の絵本画家展または企画展

●次回展示予定　2015年9月26日（土）～11月30日（月）

ちひろの代表作「ぶどうを持つ少
女」。本展では、「ちひろの紫」「横
顔のシルエット」「帽子のおしゃ
れ」など、５つのテーマからこの
作品の魅力とちひろの表現を紹介
します。

いわさきちひろ
ぶどうを持つ少女　１９７３年

詳細・最新情報はホームページからもご覧いただけます。　http://www.chihiro.jp/　TEL. ０２６１－６２－０７７２　FAX ０２６１－６２－０７７４
  https://www.facebook.com/chihiro.azumino

安曇野ちひろ美術館　イベント予定　各イベントの予約・お問い合わせは、安曇野ちひろ美術館へ。

〈展示室1・2〉ちひろを語るこの一点
　　　　　　　「ぶどうを持つ少女」の魅力

〈展示室4〉〈企画展〉『はしれ、トト！』 조  은  영 の絵本づくり展
チョ ウン ヨン

韓国の絵本画家チョ・ウンヨンは、デ
ビュー作『はしれ、トト！』で、馬が好
きな少女の競馬場での一日を描き、ブラ
ティスラヴァ世界絵本原画展グランプリ
に輝きました。本展では、絵本原画とと
もに、制作過程の資料を展示し、画家の
大胆な絵本づくりを紹介します。
チョ・ウンヨン（韓国）『はしれ、トト』（文化出
版局）より　２０１０年（個人蔵）

〈展示室3〉ちひろ美術館コレクション １０人の絵本画家 １０の絵本づくり
〈展示室2〉ちひろの人生　　〈展示室5〉絵本の歴史

●近隣市町村入館無料デー
９月１３日（日）白馬村・小谷村　村民入館無料デー

●敬老の日
９月２１日（月・祝）は、６５歳以上の方は入館料無料となります。

図２　佐藤卓　チロリアン五人衆・立体　２００６年

図７　いわさきちひろ×佐藤卓＝バナー　２０１４年

いわさきちひろ×佐藤卓の実験室

佐藤卓のデザイン採集

＊図１、２、３、７、８は、２０１４年にちひろ美術館・東京で
開催された展覧会での写真です。

図９　いわさきちひろ×佐藤卓＝箱　２０１４年

図８　いわさきちひろ×佐藤卓＝箱　２０１４年

図６　いわさきちひろ
 ひまわりとあかちゃん　１９７１年

図３　佐藤卓　千鳥屋　チロリアン　１９９７年

●夜のミュージアム
８月２９日（土）は、２１：００まで開館。浴衣でご来館の方には、カフェ
でドリンクをサービス。当日は、「すずむしの里クリスタルシンフォ
ニー」も開催され、安曇野ちひろ公園では、すずむし採り（無料）が
行われます。（１９：００～雨天延期）

●朝のミュージアム
７月１９日（日）、２０日（月・祝）限定で、８：００からの特別に開館しま
す。絵本カフェも８：００からオープン。「朝のおはなしの会」（９：００
～）では、絵本の読み聞かせ、手遊びなどを行います。

●2016夏トットちゃんの広場オープン・プレイベント
２０１５年は『窓ぎわのトットちゃん』のエピソードに
ちなんだプレイベントを毎日開催します。参加者限
定のスタンプラリーも行っています。

○全国のトットちゃん大集合
８月９日は黒柳徹子館長の誕生日です。全国のテツコさん、テツコ
ちゃんは、安曇野ちひろ美術館に集合！来館してくださった“トット
ちゃん”には、プレゼントをご用意します。
日　時：８月９日（日）

○トットちゃんの肝だめし
夏休みにお寺で「肝だめし」をしたトットちゃん。夜の安曇野ちひろ
公園で初の「肝だめし」をします。この日は、夜のミュージアムのた
め、２１：００までの開館です。
日　時：８月２９日（土）１９：３０までに安曇野ちひろ美術館エントランス集合

○鉄道ファンあつまれ！　電車特別見学会Ⅱ
改修工事中のトットちゃんの電車の教室を、特別に見せていただきま
す。
日　時：９月２２日（火・祝）１３：００～１５：００
会　場：安曇野ちひろ美術館　正面入口に集合

●展示関連イベント
　いわさきちひろ×佐藤 卓＝展ワークショップ
展覧会に関連し、ちひろの絵とコラボレーションするワークショップ
を開催。期間中、地元・松川中学校の中学生ボランティアによる、安
曇野ちひろ美術館ガイドツアーも行います。

○ちひろの絵と箱（ハコ）ラボレーション
中学生ボランティアと一緒に、オリジナルの箱を
立体キャンバスに見立て、ちひろの絵と「何か」を
組み合わせたコラボレーション作品をつくります。
日　時：７月２９日（水）～８月１６日（日）
参加費：５００円（入館料別）
定　員：１日３回　各回１０名（先着順）

○ちひろの線とコラボレーション
佐藤卓が選んだちひろの「線」をもとに、自由に描いてみましょう！
投稿作品のなかから選ばれた作品を、美術館に展示します。
日　時：７月１７日（金）～９月２３日（水・祝）
参加費：無料（入館料別）

ワークショップ作品のイメージ

図１　佐藤卓　明治おいしい牛乳　２００１年

佐藤卓が選んだちひろの絵

図５　いわさきちひろ
 葛温泉・高瀬川で遊ぶ子どもたち　１９５６年

図４　いわさきちひろ
 ブランコと子どもたち　１９７１年

●松川中学校　図書委員による絵本の読み聞かせ
松川中学校の図書委員が、館内で、絵本の読み聞かせを行います。
日　時：８月１日（土）、４日（火）、６日（木）、９日（日）
　　　　各日①１２：３０～　②１３：３０～

８月は休まず開館します。（８/８土～８/１６日は、１８：００まで開館延長）
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本展では、ちひろの描いた本にまつわ
る作品や絵本、読んできた本を展示し、
ちひろと本との関わりを紹介します。
ちひろの描く、本のある風景
ちひろの描いた作品のなかには本を読
んだり、持っていたりする人の姿が少な
くありません。育児書、童話集、雑誌の
表紙、そしてスケッチ等その種類は多岐
にわたりますが、そこには人と本とのつ
ながりが愛情をもって描かれています。

１２年前に出版社より返却されて以来、
初公開の作品は、大人が幼い子どもに読
んで聞かせるための読みものを集めた
『ね、おはなし読んで』（童心社）の表
紙と裏表紙のために描かれた
ものです（図 １）。表紙の絵
では、本の手前とふたりの髪
には花が飾られ、どこか夢の
ような愛らしさがただよって
います。裏表紙では、少年が
大きな本を抱えています。ち
ひろは、その ２年前に童心社
が初めて出版したハードカバ
ーの絵本『あいうえおのほん』の絵も手
がけており、その表紙にも、似たように
本を抱える少年が描かれています（図 ２）。
スケッチでも、本を読む人を多く描い
ています。ちひろは、敗戦の翌１９４６年、
疎開先の信州から、絵を学ぶために上京
します。神田の叔母の家の屋根裏に下宿
し、日中は新聞社の記者として働きなが
ら、夜は芸術学校に通いました。そのこ
ろに描かれたこのスケッチでは、ちひろ
はキャンバスやイーゼル、画材に囲ま
れ、床に座って本を読んでいます（図
３）。同居していたいとこによると、「畳
がなく、板の間にうすべりをしいただけ
の粗末な」部屋でした。当時ちひろは複
数の美術団体に所属して、制作もしてい

ました。ペンで描かれた比較的小さなス
ケッチですが、これからの道を考えてい
るようにも見え、なんの本を読んでいる
のかと思わせます。
ちひろの読んできた本
では、ちひろはどのような本を読んで

きたのでしょうか。彼女は、幼いころの
本の思い出についてこう記しています。
「そのころ私は、ときどき垣根越しに隣
のむすこと遊んでいた。ある日、垣根越
しにその子が一冊の絵本を渡してくれ
た。厚手の紙に印刷された本であった。
その本は今まで私が家で見ていた本とは
まるで違っていた。美しい月見草が夕や
みのなかにゆれてにおっているようであ
った。」ここで語られているのは、大正
時代を代表する、子どものための芸術的
な絵雑誌のひとつ「コドモノクニ」です
（図 ４）。続けて「私の心のなかには、

幼い日見た絵本の
絵がまだ生きつづ
けている。」と語っ
ており、ちひろが
本のなかで出会っ
た初山滋や、武井
武雄らの絵は大き
な意味をもち、後
にともに童画家と
して仕事をするこ

とになったときの感慨が想像されます。
童心社の「若い人のための絵本」シリ

ーズは、若い読者のために好きな文学作
品を選び、それに自由に絵を描くことが
できるという企画で、ちひろは意欲的に
取り組み、一作目のアンデルセンの『絵
のない絵本』以降、全部で ７冊を手がけ
ました。『花の童話集』（１９６９年、童心
社）は、宮沢賢治の童話のなかから、花
や植物が登場する物語を選んだものです
（図 ５）。ちひろは、戦時中に賢治の作
品に接し、その世界に惹きこまれまし
た。戦後も賢治の詩を繰り返し読み、諳

そら

んじ、日記にも彼の詩を引用していまし
た。それから３０年近くして、初めて賢治
の童話に絵を描く機会を得たちひろは、
「私ふうに好きなように描いたので、そ
れが私にはうれしくてなりませんでし
た。この本は私の大切な宮沢賢治です」
と語っています。ちひろにとって、宮沢

賢治の文や詩にあらわれる自然のなかの
生命力は、自らの世界観に通じるものが
あったと思われます。
ちひろの描いた本
ちひろは、他の作家の物語や昔話に絵

を描いていくうちに、自分にしかできな
い絵本を描きたいと思うようになりま
す。「さざなみのような画風の流行に左
右されず、何年も読みつづけられる絵本
を、せつにかきたいと思う。もっとも個
性的であることが、もっとも本当のもの
であるといわれるように、わたしは、す
べて自分で考えたような絵本をつくりた
いと思う。」と、１９６４年に記しています。
至光社の絵雑誌「こどものせかい」に

１９５８年から絵を描いていたちひろは、
１９６８年に欧米の絵本に刺激を受けて帰国
したばかりの同社の編集者の武市八十雄
に、いわれます。「岩崎さん！絵本でな
ければできないことをしよう。画集でも
なく、紙芝居を集めて綴じたものでもな
く、物語に挿絵をつけたものでない絵本
を！」武市のことばに共鳴したちひろ
は、勉強会をいっしょにしよう、と応じ
ます。話し合うなかで、説明ではなく、
「感じ、感じさせること」を大切にする
絵本を目指します。１９６８年の『あめのひ
のおるすばん』から始まり、武市とのコ
ンビでの ３冊目となった絵本が『となり
にきたこ』です。当初ちひろは鉛筆と墨
のモノクロで描いていましたが（図 ６）、

画材をパステルに変えたことにより、細
かく繊細な描写が、勢いのある大胆な線
で力強さを得、それまでにはない抽象性
が画面に表れています（図 ７）。ちひろ
は、「描きはじめるまえにあれこれとえ
がいたイメージは、はかなく消えて、思
いもかけない絵本ができました。」と語
っており、新しい試みであったことがう
かがえます。� （松方路子）

展示室 １ ・ 2

主催：ちひろ美術館　後援：（公社）読書推進運動協議会、（一社）日本児童出版美術家連盟●２０２５年９月５日（金）～１１月９日（日）
ちひろ　本を読む人　描く人

図 １ 　本を読む母と子、本を抱える男の子
『ね、おはなしよんで』（童心社）表紙　１９６2年

図 3 　屋根裏のアトリエで本を読む自画像　１９４7年頃

図 2   『あい
うえおのほ
ん』（童心社）
表 紙　部 分
　１９６0年

図 ５   『花の童話集』（童心社）表紙　１９６９年

図 ６   『となりにきたこ』習作　１９70年

図 7   『となりにきたこ』（至光社）より　１９70年

図 ４ 　岡本帰一　サンリン
シャ「コドモノクニ」　
１９2６年
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展示室 ４

＊１　「ヒロシマ・トマト」　月刊「図書」２０２５年 ７月号（岩波書店）より　＊２　『さようなら大江健三郎こんにちは』（鳥影社）より　２０２４年　
＊３　『夢の中の遠い声』（法蔵館）より　１９９３年

私小説・夢百話
司修は１７歳のころから独学で油絵を描
き始め、１９５９年に２３歳で上京してからは
自由美術家協会展等へ出品し、個展も開
催するなど、画家として歩み始めまし
た。一方で、生活のために装丁や絵本の
仕事も始めます。当初は純粋な画家から
外れる恥ずかしさを抱えながらも、次第
に物語を絵にする魅力にひかれていきま
した。装丁の仕事を通して大江健三郎や
水上勉などの作家と出会い、自身も深い
洞察や取材に基づいたエッセイや小説、
評論などを手がけるようになります。司
は、絵と文章の境のない自在な表現者で
あり、また常に自分のなかに表現した
い、表現しなくてはならない、切実なも
のを抱え続けた人でもありました。

司は岩波書店
の月刊誌「図
書」の２０１７年か
ら２０２１年までの
５年間、毎号表
紙絵を描き、そ
の表紙の裏に
「夢」に関する
エッセイを書き
ました。それら
の作品にさらに
追加して１００点

をまとめた本が、２０２３年に出版された
『私小説・夢百話』（岩波書店）です。
幻想的な絵とともに、出会った人々のこ
と、美術や文学のこと、旅した土地のこ
と、社会問題などのさまざまな話が、夢
と記憶、現実が交錯しながら書かれてい
ます。なかでも戦中・戦後の少年時代の
記憶は、繰り返し語られています。
１９３６年に群馬県前橋市で生まれた司

は、９歳で前橋空襲を体験し、焼け野原
となった町で敗戦を迎えました。戦争で
受ける傷は、肉体のものだけではありま
せん。司は子どものときに受けた傷を忘
れることなく、創作の源としてきました。
広島の原爆
本展の核となる『まちんと』（松谷み
よ子・文　偕成社）は、１９４５年 ８ 月 ６ 日
の朝、広島で被爆してトマトをねだりな
がら亡くなった ３歳の女の子を主人公に
した絵本です。幼い子も目にする絵本に
原爆を描くにあたり、司は自分が思うよ
うな恐ろしい原爆の図を描くわけにはい
かないと考え、 １年以上悩み続けたとい
います。目をそむけたくなる場面もモノ
クロームなら救われるのではと、黒一色
のリトグラフで １冊分を描き上げます

が、その後また １年かかって全場面を鮮
やかな色彩の絵に描き直しました。
今年 ６月、司はちひろ美術館・東京で

の「 」と題した講演
で、この絵本を手がけたときからの思い
を語りました。そのなかで何度も読み返
してきたという『詩集　原子雲の下よ
り』（青木文庫）に収録された、広島の
子どもたちの詩を紹介しました。これら
の子どもたちの詩や絵、原爆に向き合っ
てきた人たちのことば、現地での取材な
どから、司は深く広島の原爆のイメージ
を探り出し、自分のなかに取り込み、表
現していったことがわかります。原爆病
院院長の重藤文夫氏が語った、被爆直後
の翼を傷めた小鳥の死の話から、亡くな
った女の子が鳥になる場面を思い浮かべ
（図 ３）、「ヒロシマの空を、世界中の空
を飛ぶために生きる、死と再生のイメー
ジ」＊１を持ったといいます。初版から ５
年後に、すべての場面に手を加えて出版
された改訂版では、白い鳥が現代の空を
飛ぶ場面（図 ４）が新たに描き足され、
広島の原爆は過去ではなく、今につなが
っていることがより強調されました。
長年にわたって取り組んだ絵本『まち

んと』以後もずっと、司は原爆や核の問
題に向き合い続け、絵画や脚本、小説な
ど、さまざまな表現の仕方で私たちに提
示し続けています。

宮沢賢治の童話
１９６９年に『宮沢賢治童話集』（実業之

日本社）のための絵を依頼されたのをき
っかけに、司は宮沢賢治の生き方や作品
に魅せられていきます。「注文の多い料

理店」や「雁の童子」（図 ５）などの童
話を繰り返し描き、そのたびに異なる画
材や技法を用いて新たな表現を見せてき
ました。それは「賢治の物語に塗り込め
られた、絵の具の層から滲み出てくる変
化」＊２だといいます。イーハトーブのモ
チーフとなった賢治の故郷・岩手県も繰
り返し訪れ、賢治の人物像や世界観のイ
メージを膨らませ、絵物語や小説にもし
てきました。
２０１１年 ３ 月１１日、東日本大震災とそれ

に続く福島第一原発の事故が東北地方を
襲いました。司は自分にもなにかできる
ことがないかと思い続け、賢治の『グス
コーブドリの伝記』『雨ニモマケズ』、そ
して『銀河鉄道の夜』（偕成社　図 ６）

を絵本に描きまし
た。物語の終盤、
銀河の旅を続けて
きたジョバンニと
カムパネルラが、
どこまでもふたり
で皆のほんとうの
しあわせを探しに
行こうと約束した
直後、カムパネル

ラの姿が消え、目覚めたジョバンニは友
人の死を知ります。「新たに『銀河鉄道の
夜』を読むことで、多くの死者と、生き
延びた人々の苦しみ、苦しみを乗り越え
て生きるもうひとつの苦しみと希望を、
知る機会になるのではないか」と、司は
この絵本のあとがきに記しています。

「過去のことは忘れて未来を語らね
ば、という人たちが増えている。たしか
に人間には未来が大切である。が、忘れ
てはならないものがある。それなしでの
未来など虚像にすぎない」＊３。目まぐるし
く変化していく社会のなかで、忘れては
いけないものを見極めながら、８９歳にな
る今も新しい表現を模索し続けている、
司修の世界をご覧ください。�（上島史子）

●２０２５年９月５日（金）～１１月９日（日）

司
つかさ

　修
おさむ

　展
主催：ちひろ美術館　後援：絵本学会、（公社）全国学校図書館協議会、（一社）日
本国際児童図書評議会、日本児童図書出版協会、信濃毎日新聞社、市民タイムス、
abn長野朝日放送、長野エフエム放送株式会社
協力：岩波書店、偕成社、県立神奈川近代文学館、群馬県立近代美術館、前橋文学館

図 １　火の車　『私小説・夢百
話』（司修・文　岩波書店）よ
り　2023年　個人蔵

上図 2／中図 3／下図 ４　『まちんと』（松谷みよ子
・文　偕成社）　１９78年／１９83年　ちひろ美術館蔵

図 ５　『雁の童子』（宮沢賢治・作、偕成社）より　
200４年　個人蔵

図 ６　『《絵本》銀河鉄道の
夜』（宮沢賢治・作　偕成社）
より　20１４年　個人蔵
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２０２５年はデンマークの童話作家、ハン
ス・クリスチャン・アンデルセンの生誕
２２０年にあたります。これを機会とし
て、ちひろ美術館コレクションのなかか
ら、　世界の絵本画家がアンデルセンの
物語を描いた作品を紹介します。

ヤナ・キセロヴァー＝シテコヴァーは
作品制作の際、紙ではなく目の荒い“麻
布”にテンペラやインクで細密に描くと

いう手法を用いています。『おやゆびひ
め』（図 １）も、船を漕ぐおやゆびひめ
の姿や小花が、細かなところまで描かれ
ています。このほかに「人魚姫」や「み
にくいあひるのこ」「雪の女王」など、
さまざまな物語の登場人物が描かれた
「H．C．アンデルセンにささげるⅠ」
などの作品も展示します。
『白鳥の王子』は昼の間白鳥の姿にな

る魔法をかけられた１１人の王子を、妹の
王女が救う冒険の物語です。カーリナ・
カイラは不安のなかで他国へと旅立つ白

鳥と王女を、やわらかな光で包むように
描いています。（図 ２）

クヴィエタ・パツォウスカーは、絵本
を「立体的な造形物」ととらえ、独自の
制作活動を行った画家です。１９９２年に国
際　アンデルセン賞画家賞を受賞してい
ます。リトグラフによる限定本の『すず
の兵隊』（図 ３）でも、自由な形や鮮や
かな色彩で物語の世界をつくり出してい
ます。� （矢野ゆう子）

●展示室 3

春の展覧会「戦後８０年　ちひろと世界
の絵本画家たち　絵本でつなぐ『へい
わ』」展では、黒柳徹子（ちひろ美術館館
長）がトモエ学園での思い出をつづった
自叙伝『窓ぎわのトットちゃん』と『続
　窓ぎわのトットちゃん』（講談社）を
ちひろの絵とともに紹介しました。その
一環として、２０２３年公開のアニメーショ
ン映画「窓ぎわのトットちゃん」上映会
と八鍬新之介監督によるトークイベント
を松川村図書館と共同で開催しました。
２日間の活動を報告します。�（船本裕子）
５ 月 ９ 日（金）松川中学校・上映会
松川中学校の体育館の上映会には、全

校生徒と教職員、松川小学校の５・６年生
も加わり、総勢４５０名で映画を鑑賞しました。
アニメーションで表現豊かに描かれた

トットちゃんとクラスメートのいきいきと
した姿に、一瞬でひきこまれた子どもた
ちは、笑ったり、涙したりとトットちゃ
んの姿に自身を投影しながら、真剣な表
情で、スクリーンを見つめていました。
上映終了後の交流会では、八鍬監督
が、中学生の感想や質問のひとつひとつ
に、丁寧に答えていました。
中学生からは、たくさんの感想が寄せ
られました。「とてもあたたかい気持ち
になり、そして平和とは何かについて考
えさせられました。印象に残ったシーン
は、いよいよ第二次世界大戦が始まると

お弁当も貧相なものになったり、いつも
挨拶をしてくれる駅員さんが戦場に行っ
てしまったり、戦争のせいで、いろいろ
なものが変わっていく描写がとても心苦
しくなりました。トットちゃんはそんな
中でも、いつも前向きで、その姿から元
気がもらえる作品でもあります。」「戦争
の愚かさを改めて実感しました。戦争は
いのちも家も大切な人も、何もかもを奪
う争いであり、あってはならないことだ
と思いました。今も世界各地で起きてい
る紛争がどれだけ苦しいのか分かりまし
た。」
５ 月１０日（土）すずの音ホール・上映会
翌日には、松川村のすずの音ホールに

て、上映会を行いました。
上映会終了後には、松本猛が聞き手と

なり、八鍬監督に、制作秘話や作品に込
めた思いをうかがいました。
～八鍬監督が今、伝えたい思い～
「子どもにも大人にも共通していえる

のは、思いやりの大切さです。最近の報
道、SNS は、対立を煽っているような
印象を受けます。人種や宗教を一括りに
して、本来であれば、個人個人、まった
く思想に差があるはずなのに、それをグ
ループでカテゴライズして、ラベルを乱
暴に貼りつける。それを受け止める側も
深く知ろうとせずに信じてしまう。操作
されている情報に騙されないで、自分の

近くにいる人を見て、遠くにいる人でも
想像力を使って、自分たちと同じよう
に、友だちになれる。そういった距離感
で世界を見てほしい。映画を観た後に、
自分が生きている社会に目を向けてほし
いと思います。」

会場：松川村立松川中学校、松川村・すずの音ホール　共催：松川村図書館２０２５年 ５ 月 ９ 日（金）・ ５月１０日（土）

「戦後８０年　ちひろと世界の絵本画家たち　絵本でつなぐ『へいわ』」展示関連企画�
映画「窓ぎわのトットちゃん」上映会　～　八

や

鍬
く わ

新之介監督が語る制作秘話　～

２０２５年 ９ 月 ５ 日（金）～１１月 ９ 日（日）
ちひろ美術館コレクション　生誕２２０年　アンデルセンの絵本

●活動報告

松川中学生との交流会（松川中学校）

トークイベント　聞き手：松本猛（すずの音ホール）

©黒柳徹子／2023映画「窓ぎわのトットちゃん」製作委員会

図 3　クヴィエタ・パツォウスカー（チェコ）
『すずの兵隊』より　１９8５年

図 １　ヤナ・キセロヴァー＝シテコヴァー（スロ
ヴァキア）『おやゆびひめ』より　200１年

図 2　カーリナ・カイラ（フィンランド）
『白鳥の王子』より　１９９0年
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　昨年、至光社より返却された絵
雑誌「こどものせかい」の原画32
点のなかから、202６年ちひろカレ
ンダーの１１月・１2月を飾る「よい
このクリスマス」を紹介します。
　この作品は、１９５９年１2月号に、
「おみみすまして　きいてごら
ん、どこかで　やさしいかねがな
る……」（詩・青木ハル子）と始
まる、イエス・キリストの生誕を
祝福する詩とともに掲載されまし
た。冬の装いをした少女の背景
に、聖夜に鳴る鐘や花を集める天
使などが描かれています。
　ちひろの画業のなかでも初期の
仕事であるこの絵では、詩に登場
するモチーフを選んで画面を構成
し、ひとつひとつ丁寧に描写して

います。少女がかぶる縞模様の毛
糸帽の紫と、鐘の明るいグレーの
部分には、水彩絵の具の上にパス
テルを重ね、複雑な色合いをつく
り出しています。画材や技法に工
夫を凝らし、自らの表現を模索し
ていたことがうかがえます。

　ちひろカレンダーは、原画に近
い色を再現するために、制作段階
で複数回、原画と校正紙を並べて
色校正を行っています。202６年版
に収録されている 7 点の絵のう
ち、本作品と 3 月・ ４ 月の「きょ
うも たのしい ようちえん」の 2 点
が新収蔵作品です。 （宍倉惠美子）

ひとこと
ふたこと
みこと

美術館
日記

いわさきちひろ
「よいこの　クリスマス」
１９５９ 年

新収蔵
作品紹介⑪

5月26日（月）
福島県から来ました。ちひろの絵
はいつ見てもいいですネ。（中
略）世界が平和でありますように
との思いが、ひしひしと伝わって
きます。明日からまた、前向きに
生きていきたいと思いました。東
日本大震災で家は流されてしまっ
たけれど、悲しかったけれど後ろ
を見たって仕方ない。前を向いて
頑張っていきたい。 Tsuyoshi
5月27日（火）
私はとくにクレヨンでかかれた絵
がお気に入りです。私もクレヨン
で絵をかきたくなりました。
5月27日（火）
亡くなった母がいつか来たいと話
していたこの美術館にひとりで訪
れています。でも、写真だけ持っ
てきました。連れてきてあげなか

った後悔もありますが、ちひろさ
んの絵の中のお母さんを見て、い
っしょに過ごした幸せな時間を思
い出すことができました。
6月8日（日）
小さいときに見ていた本と再会。
昔とはまた別の見方（色彩のバラ
ンス）で楽しむことができまし
た。芸術に触れるってやっぱりい
いですね。 松本22歳
6月23日（月）
人は、ついつい固定観念に囚われ
ますが、空が何色だってよくて、
夕日が何色でもいい。自分の見え
る色を大切にすることを頑張りた
い。
7月3日（木）
70才すぎてやっと来ました。小学
校の教科書の挿し絵をみたとき、
なんとあたたかい絵かと感激した

のが、昨日のようです。画材に触
れると飛び出す音と絵、本当に楽
しい美術館ですね！ 栃木県 FM 
RM
7月１０日（木）
ちひろさんの表現と説明に、自分
独自の想像もたくさんふくらむ空
間でした！
7月１０日（木）
ここにきて長新太さんの『くもの
日記ちょう』に出会えて楽しくな
りました。子どもに読んであげた
い。くもの見方が楽しいものにな
ったよ～ Salt
7月2１日（月）
びじゅつかんにきてよかった。
（中略）わたしは、ちひろさんの
えはほっこりしていてすきです。
いつかわたしも、そうゆうえを、
かきたいです。

5月１日（木） ／
長野県木曽青峰高等学校の平和学
習の一環として、 ４ クラスの生徒
約80名にオンライン授業を行う。
ちひろの人生や作品に戦争体験が
与えた影響や、展示中の平和の絵
本の紹介をしながら「絵本でつな
ぐ『へいわ』展」をスライドレク
チャーした。オンライン授業は初
の取り組みだったが「質の高い学
習だった」「ほかの職員からも大
好評でした」とうれしい声が届く。
5月１8日（日） ／

ちひろが愛した安曇野・まつかわ　
北アルプスパノラマウォークを開
催（主催：松川村観光協会）。水

田に北アルプス連峰が映り込む水
鏡の絶景を見ながら、地元ガイド
のもと、約５0人が元気に歩いた。
鈿
う ず め

女神社では、安曇野の田園風景
や人々の生活を唄と踊りによって
表現した安曇節が披露され、村民
のおもてなしに笑顔があふれる。
6月１日（日）
「青空トモエ学園　田んぼの教室
202５」が始まった。30名の参加者
は裸足で田んぼに入ると「気持ち
いい！」「カエルがいるよ」とにぎ
やか。アメンボやヤゴなどの生き
物に触れながら、手植えを楽しむ。
6月28日（土）
安曇野ちひろ公園のおでかけホリ
デーにやぎ 2 頭が来園。「ちひろの
ひとり息子が松川村の祖父母に預
けられたとき、やぎの乳を飲んで
いたんですよ」と説明を受けると、
参加者は乳しぼりに挑戦。じっと

していられないやぎに、子どもた
ちは公園の草を取ってあげたり、
「かわいいね」となでたりしなが
ら搾乳。初めは怖がっていた子も、
愛嬌があり、人懐っこいやぎに「次
はいつ来るの？」と目を輝かせた。

7月5日（土） ／
展示関連イベントとして、「チョ
ウ、シンタだらけの絵本のじか
ん」を開催。『キャベツくん』の
大型絵本をめくると、ナンセンス
な展開にくすっと笑いがおきる。
手あそびでは「落ーちた落ちた♪
キャベツくんが落ちた♪」などと
歌い、大いに盛り上がった。

「よいこの　クリスマス」　絵雑誌「こどものせかい」１９５９年１2月号（至光社）より　１９５９年
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●おはなしの会 ●ギャラリートーク
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１４：００～ちひろ展
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●次回展示予定　2015年9月26日（土）～11月30日（月）

ちひろの代表作「ぶどうを持つ少
女」。本展では、「ちひろの紫」「横
顔のシルエット」「帽子のおしゃ
れ」など、５つのテーマからこの
作品の魅力とちひろの表現を紹介
します。

いわさきちひろ
ぶどうを持つ少女　１９７３年

詳細・最新情報はホームページからもご覧いただけます。　http://www.chihiro.jp/　TEL. ０２６１－６２－０７７２　FAX ０２６１－６２－０７７４
  https://www.facebook.com/chihiro.azumino

安曇野ちひろ美術館　イベント予定　各イベントの予約・お問い合わせは、安曇野ちひろ美術館へ。

〈展示室1・2〉ちひろを語るこの一点
　　　　　　　「ぶどうを持つ少女」の魅力

〈展示室4〉〈企画展〉『はしれ、トト！』 조  은  영 の絵本づくり展
チョ ウン ヨン

韓国の絵本画家チョ・ウンヨンは、デ
ビュー作『はしれ、トト！』で、馬が好
きな少女の競馬場での一日を描き、ブラ
ティスラヴァ世界絵本原画展グランプリ
に輝きました。本展では、絵本原画とと
もに、制作過程の資料を展示し、画家の
大胆な絵本づくりを紹介します。
チョ・ウンヨン（韓国）『はしれ、トト』（文化出
版局）より　２０１０年（個人蔵）

〈展示室3〉ちひろ美術館コレクション １０人の絵本画家 １０の絵本づくり
〈展示室2〉ちひろの人生　　〈展示室5〉絵本の歴史

●近隣市町村入館無料デー
９月１３日（日）白馬村・小谷村　村民入館無料デー

●敬老の日
９月２１日（月・祝）は、６５歳以上の方は入館料無料となります。

図２　佐藤卓　チロリアン五人衆・立体　２００６年

図７　いわさきちひろ×佐藤卓＝バナー　２０１４年

いわさきちひろ×佐藤卓の実験室

佐藤卓のデザイン採集

＊図１、２、３、７、８は、２０１４年にちひろ美術館・東京で
開催された展覧会での写真です。

図９　いわさきちひろ×佐藤卓＝箱　２０１４年

図８　いわさきちひろ×佐藤卓＝箱　２０１４年

図６　いわさきちひろ
 ひまわりとあかちゃん　１９７１年

図３　佐藤卓　千鳥屋　チロリアン　１９９７年

●夜のミュージアム
８月２９日（土）は、２１：００まで開館。浴衣でご来館の方には、カフェ
でドリンクをサービス。当日は、「すずむしの里クリスタルシンフォ
ニー」も開催され、安曇野ちひろ公園では、すずむし採り（無料）が
行われます。（１９：００～雨天延期）

●朝のミュージアム
７月１９日（日）、２０日（月・祝）限定で、８：００からの特別に開館しま
す。絵本カフェも８：００からオープン。「朝のおはなしの会」（９：００
～）では、絵本の読み聞かせ、手遊びなどを行います。

●2016夏トットちゃんの広場オープン・プレイベント
２０１５年は『窓ぎわのトットちゃん』のエピソードに
ちなんだプレイベントを毎日開催します。参加者限
定のスタンプラリーも行っています。

○全国のトットちゃん大集合
８月９日は黒柳徹子館長の誕生日です。全国のテツコさん、テツコ
ちゃんは、安曇野ちひろ美術館に集合！来館してくださった“トット
ちゃん”には、プレゼントをご用意します。
日　時：８月９日（日）

○トットちゃんの肝だめし
夏休みにお寺で「肝だめし」をしたトットちゃん。夜の安曇野ちひろ
公園で初の「肝だめし」をします。この日は、夜のミュージアムのた
め、２１：００までの開館です。
日　時：８月２９日（土）１９：３０までに安曇野ちひろ美術館エントランス集合

○鉄道ファンあつまれ！　電車特別見学会Ⅱ
改修工事中のトットちゃんの電車の教室を、特別に見せていただきま
す。
日　時：９月２２日（火・祝）１３：００～１５：００
会　場：安曇野ちひろ美術館　正面入口に集合

●展示関連イベント
　いわさきちひろ×佐藤 卓＝展ワークショップ
展覧会に関連し、ちひろの絵とコラボレーションするワークショップ
を開催。期間中、地元・松川中学校の中学生ボランティアによる、安
曇野ちひろ美術館ガイドツアーも行います。

○ちひろの絵と箱（ハコ）ラボレーション
中学生ボランティアと一緒に、オリジナルの箱を
立体キャンバスに見立て、ちひろの絵と「何か」を
組み合わせたコラボレーション作品をつくります。
日　時：７月２９日（水）～８月１６日（日）
参加費：５００円（入館料別）
定　員：１日３回　各回１０名（先着順）

○ちひろの線とコラボレーション
佐藤卓が選んだちひろの「線」をもとに、自由に描いてみましょう！
投稿作品のなかから選ばれた作品を、美術館に展示します。
日　時：７月１７日（金）～９月２３日（水・祝）
参加費：無料（入館料別）

ワークショップ作品のイメージ

図１　佐藤卓　明治おいしい牛乳　２００１年

佐藤卓が選んだちひろの絵

図５　いわさきちひろ
 葛温泉・高瀬川で遊ぶ子どもたち　１９５６年

図４　いわさきちひろ
 ブランコと子どもたち　１９７１年

●松川中学校　図書委員による絵本の読み聞かせ
松川中学校の図書委員が、館内で、絵本の読み聞かせを行います。
日　時：８月１日（土）、４日（火）、６日（木）、９日（日）
　　　　各日①１２：３０～　②１３：３０～

８月は休まず開館します。（８/８土～８/１６日は、１８：００まで開館延長）

〒399-8501　長野県北安曇郡松川村西原3358-24　テレホンガイド0261-62-0777　TEL.0261-62-0772　Fax 0261-62-0774
http://www.chihiro.jp/　E-mail:chihiroa@seagreen.ocn.ne.jp

韻 陰 宇 ちひろ通信_安曇野_表面安曇野 安曇野 安曇野

INFORMATION

3

CMYK

美術館だより　No.83   発行2015年7月1日

CONTENTS 〈展示紹介〉〈企画展〉はじめてみる、ちひろの世界。いわさきちひろ×佐藤卓＝展／ちひろ美術館コレクション　衣装あれこ
れ涯世界の絵本展…許距鋸
〈活動報告〉２０１６年「夏トットちゃんの広場」オープン・プレイベント…鋸
ちひろを訪ねる旅５８／ひとことふたことみこと／美術館日記…漁

●展示室1・2・多目的ギャラリー　他

安曇野ちひろ美術館
美術館だより

No.83
2015.7.1

ＩＳＳＮ １８８４−７７３０

毎月第２・４土曜日
１１：００～
参加自由、入館料のみ

●おはなしの会 ●ギャラリートーク
毎月第２・４土曜日
参加自由、入館料のみ
１４：００～ちひろ展
１４：３０～世界の絵本画家展または企画展

●次回展示予定　2015年9月26日（土）～11月30日（月）

ちひろの代表作「ぶどうを持つ少
女」。本展では、「ちひろの紫」「横
顔のシルエット」「帽子のおしゃ
れ」など、５つのテーマからこの
作品の魅力とちひろの表現を紹介
します。

いわさきちひろ
ぶどうを持つ少女　１９７３年
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〈展示室1・2〉ちひろを語るこの一点
　　　　　　　「ぶどうを持つ少女」の魅力

〈展示室4〉〈企画展〉『はしれ、トト！』 조  은  영 の絵本づくり展
チョ ウン ヨン

韓国の絵本画家チョ・ウンヨンは、デ
ビュー作『はしれ、トト！』で、馬が好
きな少女の競馬場での一日を描き、ブラ
ティスラヴァ世界絵本原画展グランプリ
に輝きました。本展では、絵本原画とと
もに、制作過程の資料を展示し、画家の
大胆な絵本づくりを紹介します。
チョ・ウンヨン（韓国）『はしれ、トト』（文化出
版局）より　２０１０年（個人蔵）

〈展示室3〉ちひろ美術館コレクション １０人の絵本画家 １０の絵本づくり
〈展示室2〉ちひろの人生　　〈展示室5〉絵本の歴史

●近隣市町村入館無料デー
９月１３日（日）白馬村・小谷村　村民入館無料デー

●敬老の日
９月２１日（月・祝）は、６５歳以上の方は入館料無料となります。

図２　佐藤卓　チロリアン五人衆・立体　２００６年

図７　いわさきちひろ×佐藤卓＝バナー　２０１４年

いわさきちひろ×佐藤卓の実験室

佐藤卓のデザイン採集

＊図１、２、３、７、８は、２０１４年にちひろ美術館・東京で
開催された展覧会での写真です。
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図６　いわさきちひろ
 ひまわりとあかちゃん　１９７１年

図３　佐藤卓　千鳥屋　チロリアン　１９９７年

●夜のミュージアム
８月２９日（土）は、２１：００まで開館。浴衣でご来館の方には、カフェ
でドリンクをサービス。当日は、「すずむしの里クリスタルシンフォ
ニー」も開催され、安曇野ちひろ公園では、すずむし採り（無料）が
行われます。（１９：００～雨天延期）

●朝のミュージアム
７月１９日（日）、２０日（月・祝）限定で、８：００からの特別に開館しま
す。絵本カフェも８：００からオープン。「朝のおはなしの会」（９：００
～）では、絵本の読み聞かせ、手遊びなどを行います。

●2016夏トットちゃんの広場オープン・プレイベント
２０１５年は『窓ぎわのトットちゃん』のエピソードに
ちなんだプレイベントを毎日開催します。参加者限
定のスタンプラリーも行っています。

○全国のトットちゃん大集合
８月９日は黒柳徹子館長の誕生日です。全国のテツコさん、テツコ
ちゃんは、安曇野ちひろ美術館に集合！来館してくださった“トット
ちゃん”には、プレゼントをご用意します。
日　時：８月９日（日）

○トットちゃんの肝だめし
夏休みにお寺で「肝だめし」をしたトットちゃん。夜の安曇野ちひろ
公園で初の「肝だめし」をします。この日は、夜のミュージアムのた
め、２１：００までの開館です。
日　時：８月２９日（土）１９：３０までに安曇野ちひろ美術館エントランス集合

○鉄道ファンあつまれ！　電車特別見学会Ⅱ
改修工事中のトットちゃんの電車の教室を、特別に見せていただきま
す。
日　時：９月２２日（火・祝）１３：００～１５：００
会　場：安曇野ちひろ美術館　正面入口に集合

●展示関連イベント
　いわさきちひろ×佐藤 卓＝展ワークショップ
展覧会に関連し、ちひろの絵とコラボレーションするワークショップ
を開催。期間中、地元・松川中学校の中学生ボランティアによる、安
曇野ちひろ美術館ガイドツアーも行います。

○ちひろの絵と箱（ハコ）ラボレーション
中学生ボランティアと一緒に、オリジナルの箱を
立体キャンバスに見立て、ちひろの絵と「何か」を
組み合わせたコラボレーション作品をつくります。
日　時：７月２９日（水）～８月１６日（日）
参加費：５００円（入館料別）
定　員：１日３回　各回１０名（先着順）

○ちひろの線とコラボレーション
佐藤卓が選んだちひろの「線」をもとに、自由に描いてみましょう！
投稿作品のなかから選ばれた作品を、美術館に展示します。
日　時：７月１７日（金）～９月２３日（水・祝）
参加費：無料（入館料別）

ワークショップ作品のイメージ

図１　佐藤卓　明治おいしい牛乳　２００１年

佐藤卓が選んだちひろの絵

図５　いわさきちひろ
 葛温泉・高瀬川で遊ぶ子どもたち　１９５６年

図４　いわさきちひろ
 ブランコと子どもたち　１９７１年

●松川中学校　図書委員による絵本の読み聞かせ
松川中学校の図書委員が、館内で、絵本の読み聞かせを行います。
日　時：８月１日（土）、４日（火）、６日（木）、９日（日）
　　　　各日①１２：３０～　②１３：３０～

８月は休まず開館します。（８/８土～８/１６日は、１８：００まで開館延長）
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http://www.chihiro.jp/　E-mail:chihiroa@seagreen.ocn.ne.jp
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ちひろの代表作「ぶどうを持つ少
女」。本展では、「ちひろの紫」「横
顔のシルエット」「帽子のおしゃ
れ」など、５つのテーマからこの
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〈展示室4〉〈企画展〉『はしれ、トト！』 조  은  영 の絵本づくり展
チョ ウン ヨン

韓国の絵本画家チョ・ウンヨンは、デ
ビュー作『はしれ、トト！』で、馬が好
きな少女の競馬場での一日を描き、ブラ
ティスラヴァ世界絵本原画展グランプリ
に輝きました。本展では、絵本原画とと
もに、制作過程の資料を展示し、画家の
大胆な絵本づくりを紹介します。
チョ・ウンヨン（韓国）『はしれ、トト』（文化出
版局）より　２０１０年（個人蔵）
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〈展示室2〉ちひろの人生　　〈展示室5〉絵本の歴史

●近隣市町村入館無料デー
９月１３日（日）白馬村・小谷村　村民入館無料デー

●敬老の日
９月２１日（月・祝）は、６５歳以上の方は入館料無料となります。
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●夜のミュージアム
８月２９日（土）は、２１：００まで開館。浴衣でご来館の方には、カフェ
でドリンクをサービス。当日は、「すずむしの里クリスタルシンフォ
ニー」も開催され、安曇野ちひろ公園では、すずむし採り（無料）が
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８月９日は黒柳徹子館長の誕生日です。全国のテツコさん、テツコ
ちゃんは、安曇野ちひろ美術館に集合！来館してくださった“トット
ちゃん”には、プレゼントをご用意します。
日　時：８月９日（日）

○トットちゃんの肝だめし
夏休みにお寺で「肝だめし」をしたトットちゃん。夜の安曇野ちひろ
公園で初の「肝だめし」をします。この日は、夜のミュージアムのた
め、２１：００までの開館です。
日　時：８月２９日（土）１９：３０までに安曇野ちひろ美術館エントランス集合

○鉄道ファンあつまれ！　電車特別見学会Ⅱ
改修工事中のトットちゃんの電車の教室を、特別に見せていただきま
す。
日　時：９月２２日（火・祝）１３：００～１５：００
会　場：安曇野ちひろ美術館　正面入口に集合

●展示関連イベント
　いわさきちひろ×佐藤 卓＝展ワークショップ
展覧会に関連し、ちひろの絵とコラボレーションするワークショップ
を開催。期間中、地元・松川中学校の中学生ボランティアによる、安
曇野ちひろ美術館ガイドツアーも行います。

○ちひろの絵と箱（ハコ）ラボレーション
中学生ボランティアと一緒に、オリジナルの箱を
立体キャンバスに見立て、ちひろの絵と「何か」を
組み合わせたコラボレーション作品をつくります。
日　時：７月２９日（水）～８月１６日（日）
参加費：５００円（入館料別）
定　員：１日３回　各回１０名（先着順）

○ちひろの線とコラボレーション
佐藤卓が選んだちひろの「線」をもとに、自由に描いてみましょう！
投稿作品のなかから選ばれた作品を、美術館に展示します。
日　時：７月１７日（金）～９月２３日（水・祝）
参加費：無料（入館料別）

ワークショップ作品のイメージ

図１　佐藤卓　明治おいしい牛乳　２００１年

佐藤卓が選んだちひろの絵

図５　いわさきちひろ
 葛温泉・高瀬川で遊ぶ子どもたち　１９５６年

図４　いわさきちひろ
 ブランコと子どもたち　１９７１年

●松川中学校　図書委員による絵本の読み聞かせ
松川中学校の図書委員が、館内で、絵本の読み聞かせを行います。
日　時：８月１日（土）、４日（火）、６日（木）、９日（日）
　　　　各日①１２：３０～　②１３：３０～

８月は休まず開館します。（８/８土～８/１６日は、１８：００まで開館延長）
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〇ピエゾグラフによる　いわさきちひろ展　―窓ぎわのトットちゃんー
主催：MIZKAN MUSEUM、ちひろ美術館
期間： ９ 月１３日（土）～１０月２６日（日）　入場料：無料（事前予約不要）
場所：MIZKAN　MUSEUM 内 MIM ホール（愛知県半田市）
TEL．０５６９-２４-５１１１

●館外でのいわさきちひろ展（ピエゾグラフ展）

２０２５年１１月１０日～２０２６年 ２ 月２８日は冬期休館となります。
●開館情報

下記イベントおよび展覧会の会期は予告なく変更になる可能性がございます。最新情報につきましては、公式サイトをご覧いただくか、 
お電話にてお問合せ下さい。
TEL.０２６１―６２―０77２　chihiro.jp 

宇 ちひろ通信_東京_表面東京 CMYK

INFORMATION

〒177-0042　東京都練馬区下石神井4-7-2　テレホンガイド03-3995-3001 TEL.03-3995-0612  Fax 03-3995-0680

まるごとちひろ美術館　－世界で最初の絵本美術館－
１９７７年に世界初の絵本美術館として東京・練馬のちひろの自宅跡地に開館した
ちひろ美術館・東京（当時はいわさきちひろ絵本美術館）。ちひろの作品から
始まったコレクションは、エリック・カールの「おんどり」を第１号に世界各
国の優れた絵本画家たちの作品も収集されるようになり、現在約２６７５０点を数
えています。本展では、選りすぐりのコレクションのほか、内藤廣による建築、
３７年の歩みなど、さまざまな角度から“まるごと”ちひろ美術館を紹介します。
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CONTENTS 〈展示紹介〉非戦７０年　ちひろ・平和への願い／〈企画展〉日ブラジル外交関係樹立１２０周年　旅する芸術家　ホジェ
ル・メロ展…許距
〈活動報告〉ちひろを訪ねる中国の旅／ママさん弁護士と語る　子どもの未来と憲法…鋸
ひとことふたことみこと／美術館日記／窓「アジアのなかの日本－シンガポールAFCCに参加して」…漁

ちひろ美術館・東京イベント予定 http://www.chihiro.jp/   https://www.facebook.com/chihiro.tokyo
各イベントの予約・お問合わせは、ちひろ美術館・東京イベント係へ。イベント参加費のほか、別途入館料が必要です（高校生以下は無料）。
※イベント申し込みは、先着順です。また、参加費が記載されていないイベントは無料です。TEL．０３－３９９５－０６１２ E-mail chihiro@gol.com

エリック・カール（アメリカ）
おんどり　１９８５年

●わらべうたあそび
○日　時：９月５日（土）１１：００～１１：４０
○講　師：服部雅子（西東京市もぐらの会代表、はとさん文庫主宰）
○対　象：０～２歳までの乳幼児と保護者
○定　員：１５組３０名　要申し込み８月５日（水）受付開始

●次回展示予定　10月28日（水）～2016年1月31日（日）

いわさきちひろ
小鳥と少女　１９７１年

●水彩のにじみでキーホルダーをつくろう
ちひろが得意とした技法を使って、キーホルダーをつくります。
○日　時：８月２３日（日）１０：３０～（当日受付１０：００～、最終受付１５：００）
○対　象：５歳～大人　　○定　員：先着７０名　　○参加費：３００円

●「メロ＆ボッサ」（出演：臼田道成）
ホジェル・メロの絵に囲まれながら、ボサノ
ヴァ弾き語りライブでブラジル気分を満喫し
ませんか？東京大学文学部美術史学科卒の臼
田さん。ブラジルの風土や、絵や音楽の楽し
み方についてお話しいただきます。
○日　時：９月５日（土）１７：３０～１９：００
○定　員：５０名
○対　象：１０歳～大人
○参加費：１０００円
　要申し込み８月５日（水）受付開始

〈展示関連イベント〉

臼田道成

戦後７０年の節目の年に、ジブリのアニメー
ション映画監督である高畑勲が、ちひろや自
身の作品を通して、平和への思いを語ります。
『火垂るの墓』と『戦火のなかの子どもたち』
の知られざるエピソードなどもお話しします。
○日　時：９月２７日（日）１５：００～１６：３０
○講　師：高畑勲（アニメーション映画監督：
スタジオジブリ所属、当財団評議員）
○定　員：６０名
○参加費：５００円　要申し込み８月２７日（木）受付開始

●非戦７０年記念　高畑勲講演会
　「いわさきちひろの絵が語るもの」

高畑勲

●親子で楽しむ夏休みクラフト＆トイフェスタ
おもちゃコンサルタントによる講座やワークシ 
ョップから、おもちゃの体験コーナー、あかち 
ゃんの広場まで、一日たっぷり遊べます。夏休
みの思い出づくりに、親子でご参加ください！
○日　時：８月１０日（月）１０：３０－１６：３０
○協　力：おもちゃの広場　石神井支部、日本
グッド・トイ委員会
○参加費：イベントごとに異なります。詳細は
ＨＰでご確認ください。

ハニカムペーパー
参考画像

●ファースト　ミュージアム　デー
子どもたちが人生で初めて訪れる美術館として親しんでいただけるよ
うに、親子対象の館内ツアーを開催します。人生の節目に当館を思い
出せるような、記憶に残る１日をお過ごしください。
○日　時：９月１３日（日）１５：００～１５：４０
○対　象：０～２歳までの乳幼児と保護者
○定　員：１５組３０名　要申し込み８月１３日（木）受付開始

●おもちゃの広場
○日　時：１０月４日（日）１０：３０～１２：００
○協　力：おもちゃの広場　石神井支部
○対　象：３才以上の未就学児と保護者
○定　員：１０組２０名　要申し込み９月４日（金）受付開始

〈参加自由、無料のイベント〉

８月８日はちひろの命日。一人息子である松本猛が、ちひろの平和へ
の思いや、家族だけが知る画家の素顔や思い出、作品にまつわるエピ
ソードなどをお話しします。

○協　力：ねりま子どもと本ネットワーク

●ギャラリートーク 毎月第１・３土曜日　１４：００～

●えほんのじかん 　毎月第２・４土曜日　１１：００～

●松本猛ギャラリートーク ８月８日（土）１４：００～

●親業講演会
　「－今日から実践できる－子どもに気持ちが伝わる話し方」
親の気持ち、話していますか？子どもの気持ち、聞いていますか？
信頼に満ちた親子関係を築くための方法をお伝えします。あかちゃん
から思春期まで、お子さんの年齢は問いません。
○日　時：１０月１５日（木）１０：３０～１２：３０
○講　師：田中満智子（親業訓練協会認定インストラクター）
○定　員：３５名※託児はありませんが、お子さま連れの参加も可。
○参加費：５００円　要申し込み　９月１５日（火）受付開始

安曇野ちひろ美術館　イベント予定 各イベントの予約・お問い合わせは、安曇野ちひろ美術館へ。

〈展覧会関連イベント〉 〈会期中のイベント〉
●インドネシアの絵本画家　イペ・マルフ　再発見
〇日時： ９ 月 ６ 日（土）１４：００～１５：３０
〇定員：３０名　〇参加費：無料（入館料別）※オンライン配信予定
〇講師：リアマ・マスラン・シホンビン（バンドン工科大学准教授）
　エヴェリン・ゴザリ（絵本画家・デザイナー）
〇申し込み：要事前予約（ ８ 月 ６ 日（水）より公式サイト／ TEL. にて）
イベ・マルフ（１９３８～）は、インドネシアの「スケッチの王様」とし
て知られ、１９６０年代からインドネシアの子どもの本の画家として活躍
しました。彼の功績と文化保存をチームで調査している、バンドン工
科大学のリアマ准教授によるトーク、彼が絵を手がけた詩のインドネ
シア語での朗読や、インドネシアの絵本の現在についての紹介などを
行います（通訳あり）。

●司 修　講演会　「ヒロシマ　 トマト」
〇日時：１０月 ４ 日（土）１４：００～１５：３０
〇定員：５０名　
〇参加費：１０００円（入館料別）
〇講師：司　修
〇 申し込み：要事前予約（ ９ 月 ５ 日（金）

より公式サイト／ TEL. にて）
戦争や原爆をさまざまな形で表現し続け
てきた司修が、スライドを使って自身の
思いを伝えます。 撮影：中島美江子

●ギャラリートーク
〇日時： ９ 月２０日（土）１０月１８日（土）１１月 ２ 日（日）
　１４：００～ちひろ展　１４：３０～司修展
〇参加費：無料（入館料別）　〇定員：２０名　〇申し込み：不要
開催中の展覧会の見どころを学芸員がわかりやすく解説します。

●あかちゃんとおでかけしよう！
　ファーストミュージアムデー
〇日時：１１月 ８ 日（土）
　１０：００～１１：００
〇参加費：無料（入館料別）
〇定員：１０組
〇対象： ０ ～ ２ 歳児と保護者
〇申し込み：要事前予約
　（公式サイト／ TEL. にて）
あかちゃん絵本の読み聞かせや展覧会の 
ギャラリーツアーを楽しみましょう。 いわさきちひろ

りんごと天使　１９６４年

●絵本のじかん
〇日時： ９ 月 ６ 日（土）・１０月 ４ 日（土）・１１月 １ 日（土）
　１１：３０～１２：００
〇参加費：無料（入館料別）　
〇定員：２０名　〇申し込み：不要
絵本の読み聞かせを行います。
あかちゃんから大人まで、どなたでもご参加いただけます。

●敬老の日
〇日時： ９ 月１５日（月・祝）　１０：００～１7：００
６５歳以上の方は入館料が無料になります。
受付にてお申し出ください。

●ちいさなおはなしの会 at 絵本カフェ
〇日時： ９ 月２３日（火・祝）１１：００～
〇参加費：無料（入館料別）　
〇定員：２０名　〇申し込み：不要
絵本カフェにて絵本の読み聞かせを楽しみましょう。

●長野県民感謝デー
〇日時：１１月 ９ 日（日）　１０：００～１7：００
長野県にお住まいの方は、入館が無料になる感謝デーを開催します。
※受付でご住所のわかるものをご提示ください。

●ちひろの水彩技法ワークショップ
　にじみのしおりづくり

日時： ９ 月２８日（日）第一部：１３：００～１４：００
 第二部：１５：００～１６：００
〇会場：安曇野ちひろ美術館　子どもの展示室
〇定員：各回１２名 〇参加費：５００円（入館料別）
〇申し込み：要事前予約
　（公式サイト／ TEL. にて）
いわさきちひろが得意としていた水彩技法の
「にじみ」を体験し、好きな部分を切り抜いて、
しおりと缶バッジをつくります。

●松本 猛　講演会
　「絵本とは何か―起源から表現の可能性まで」
共催：松川村図書館
〇日時：１１月 ３ 日（月・祝）
　１３：３０～１５：００
〇会場：安曇野ちひろ美術館
　絵本の部屋／オンライン
〇定員：会場５０名
　オンライン１００名
〇参加費：会場　５００円（入館料別）
　／オンライン　５００円
〇講師：松本 猛
〇申し込み：要事前予約
　（ ９ 月 ５ 日（金）より公式サイト／ TEL. にて）
いわさきちひろのひとり息子であり、当館の常任顧問をつとめる松本
猛が、新刊『絵本とは何かー起源から表現の可能性まで』（岩波書店）
の内容を中心に、講演会を行います。


